
KOUHOU SANO
H25.3.1

　２月９日・１０日の２日間、

文化会館とその周辺で開催され

ました。

　東日本で初めての全国規模の

フォーラムとして、生涯学習や

まちづくりに関する分科会やシ

ンポジウムが行われ、各地のＮ

ＰＯ団体による先進的な事例

の発表や、「いまこそ生涯学習

の時代」をテーマに、文部科学

省をはじめ、生涯学習に精通し

た５人のパネリストによるディ

スカッションが行われました。

　また、市の「楽習講師」によ

る「楽習講師フェア」なども同時に開催され、ステージ発表や体

験コーナーが設けられ、会場を訪れた多くの方たちが、さまざ

まかたちで生涯学習を体験しました。

　市には「楽習講師」として、各分野の方々が「生涯学習ボラン

ティア講師」として登録され、いろいろな講座が開催されてい

ます。講座に関する情報は広報さのや市ホームページでお知ら

せしていますので、ぜひご参加ください。
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｢全国学びとまちづくりフォーラムｉｎ佐野｣

　２月３日、第６３回大澤

駅伝競走大会が開催されま

した。

　この駅伝大会は、３千メー

トル障害で日本記録を樹立

しながら、太平洋戦争で戦

死した大澤龍雄選手（牧町

出身）の追悼行事として、

昭和２６年から開催されている歴史ある大会です。

　 大会は、一般男子、高校男子、中学男子、一般・

高校女子、中学女子の５部門で行われ、昨年より

も約４０チーム多い、１４９チームが出場。運動

公園周辺の周回コースを舞

台に、各選手による熱戦が

繰り広げられました。

　また、一般男子の部には、

大澤選手の母校である日本

大学から２チームがオープ

ン参加し、力強い走りを披

露しました。

第６３回大澤駅伝競走大会

　１月２７日、｢ 第

５４回県郡市町対抗駅

伝競争大会｣ が、県

庁前から栃木市総合

運動公園陸上競技場ま

でを往復する１０区間

６０．０２キロで行われました。

　参加２８チーム中、佐野Ａが往路、復路とも２位、

３時間６分２４秒のタイムで総合２位となりまし

た（前回は総合３位）。

　優勝は　那須塩原Ａで、３時間４分１０秒 ( 大

会新）でした。なお、上位

５チームは以下の通りです。

1位・那須塩原 A

2位・佐野 A

3位・足利

4位・真岡 A

5位・大田原 A

（第１４位・佐野Ｂ）

佐野Ａが総合２位
県郡市町対抗駅伝競走大会

　このたび、長年にわたる地域への

貢献に対する表彰を受けた町会長の

皆さんが、岡部市長に受賞の報告を

しました。

　川田文次さん（亀井町）が栃木県自

治会活動功労者知事表彰を、亀田照

藏さん（天明町）、上岡良雄さん（浅沼町）、

篠﨑芳朋さん（下多田）、川久保明さん

（山越）が栃木県自治会連合会自治振

興功労者表彰を受賞しました。

町会長が表彰されました
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音訳つづけて３０年！
音訳ボランティアやまびこの会
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　まもなく３月３日「ひな祭り」の日を迎えます

が、皆さんのお宅では、ひな人形を飾っていらっ

しゃるでしょうか。

　江戸時代からの歴史をもつ伝統手芸「ちりめん

細工」で、可愛く小さなお人形を作っていらっしゃ

る山下和子さん（富岡町）は、ひな祭りに向けて、

つるし雛の制作に余念がありません。

　山下さんは「肌触りよく、織が確かで、だいた

んな柄、いろどり美しい日本の着物（古布）にもう

一度輝きを取り戻してほしい」といまから５年ほ

ど前にちりめん細工を始めたそうです。人形や花、

まりなど、山下さんが作り出した作品は愛らしく、

ほのぼのとした存在感があります。

　山下さんの「つるし雛」をみて、ひな人形や日

本の着物の素晴らしさにあらためて気づき、感

動しました。皆さんのお宅では

ひな人形や着物が眠っていらっ

しゃることが多いのでは。ぜひ、

その素晴らしさを再び感じてく

ださい。　　  （市民記者　河場）
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　“音訳”をご存じですか？朗読が主に文学を感情

豊かに読むことに対し、音訳は主観を入れずでき

るだけ忠実に音声化することです。

　音訳ボランティアやまびこの会が、「広報さの」

を始め、情報紙や話題の本などを読んだ録音テー

プを市内の視覚障がいのある方々に届け、また対

面で本を読む活動を続け、３０年になりました。

　昨年８月は嬉しい知らせが届きました。本を録

音するには著者や出版社の許可が必要ですが、文

化庁から著作権を気にせず本が録音できる団体に

指定されました。さらに地道な活動が評価され厚

生労働大臣賞を受賞しました。そして活動のあゆ

みをまとめた３０周年記念誌を発行しました。　

　会を創立し、昨年まで会長を務めた星野勢津子

さんは「真心を込めて読んでいるので本当に嬉しい

ことですが、カセットテープからデジタル化を余

儀なくされ勉強することが一杯です」と思いを新

たに話してくれました。どんなにか会員の皆さん

の励みになったことでしょう！利用者さんたちの

喜ぶ顔が浮かびますね。　　　　（市民記者　永倉）

若田部会長（左）と
　　　　星野前会長（右）

ちりめん細工の作成とつるし雛

玄関で出迎えてくれるちりめん細工
厚生労働大臣表彰を受賞された
やまびこの会


